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１．指導員活動状況 
 
中央研修会 8 名参加 
関越Ｂ指導員研修 2 名参加 
休眠中の指導員の掘り起こしが必要 
 
初級指導員－2 名受験 内 1 名合格  
中級指導員－0 名受験 
上位指導員は、各受験者にフォローアップ研修を実施 
 
クラブ内の実技講習会を開催 
特にシーズン初め（初滑り講習会・望年スキー・ポール教室など）が盛況 
1 月雪不足のため、県ポール教室はフリー滑走での講習となるが、受講者に大変好評でした 

 
２．活動内容 

指導員受験者への講習会 
スキー協教程をベースにした講習会 

  ショートポールを利用した応用講習、春にはコブ講習も予定している 
  池田杯やポール講習会など、競技の入門行事 
   
３．2017 年度総括 

・ クラブ員から技術講習のニーズは高い 
・ ポール講習・池田杯は入門者を対象に講習を実施 
・ 池田杯、去年は参加者が少なかったが今年は埼玉からの参加もあり、増員出来た 
・ 池田杯は競技参加者の底辺拡大に役立っている 
・ 全国大会への参加者が増えるように更にレベルアップが出来る講習を実施したい 
・ 毎年、指導員受験者が 1～3 名受験している 
・ 今後も指導員を増やすようにしたい 
・ 20 代・30 代・40 代の指導員を増やす事が課題 

 


